
昭

和
初

年

度

平

城

宮

調

査

出

土
の

木

簡

平

城

宮

の

発

掘

で

、

第

5

次

調

査

の

最

初

の

木

簡

検

出

以

来

、

現

在

ま

で

に

出

土

し

た

木

簡

の

総

数

は

お

弓

点

に

の

ぼ

る

。

そ

の

う

ち

、

第

H

次

調

査

か

ら

第

幻

次

調
査
ま
で
に

検
出
し
た
の

は
、

H
U
H
N
点
で

あ
る
。

第
日
・

口

次
の

朱
雀
門
地
収
(
白
〉
∞
×

町
、戸
田
Jヘ
区
)

の

調
脊一
で
は
、

朱
雀
門

の

北

を

南

北

に

流

れ

る

稀

ω

U

5

0

0

か

ら

、

過

所

札

を

合

む

四

点

の

木

簡

を

発

見

し

た

。

過

所

札

は

、

長

さ

2

日

田

・

幅

ω

-

m

m一

の

長

方

形

の

材

の

表

裏

に

次

の

よ

う

な

記

載

が

あ

る

。

む

(
陶
土

υ

「
関
と

司
口
解
近
江
国
務
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
口
勝
足
石
許
田

作
人
」

)

l
大
宅
K
右
二
人
左
京
小
治
町
大
初
上
笠
阿
曽
弥
安
戸
人
右
二

実
「
同
伊
刀
古

麻
E送行

乎技部
鹿毛牡馬歳七

里長尾
治部向田伎」

公

式

令

集

解

の

古

記

に

よ

る

と

、

過

所

に

は

竹

木

札

も

用

い

て

お

り

、

和

銅

8

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

年

5

月

1

日

の

核

以

後

は

国

印

を

捺

す

よ

う

に

な

っ

た

と

あ

る

。

印

を

捺

す

に

は

木

簡

は

不

適

当

だ

し

、

こ

の

木

簡

に

も

印

は

な

い

。

出

土

状

況

か

ら

確

実

な

年

代

を

き

め

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、

伴

出

し

た

土

山市

か

ら

す

る

と

、

平

以

宮

創

設

当

初

の

も

の

と

推

定

さ

れ

、

文

而

の

上

か

ら

上

限

は

官

伎

の

表

記

が

大

宝

令

の

も

の

で

あ

る

か

ら

大

宅

一

応

年

と

す

る

と

、

下

限

は

前

川

の

和

制

8

年

絡

で

お

さ

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

他

に

「

捉

人

」

の

名

辞

の

み

え

る

断

片

が

あ

る

。

第

四

次

調

査

で

発

掘

し

た

宮

域

西

辺

ぞ

い

の

m

hp

O

司

区

で

は

、

問

点

の

木

簡

を

土

放

ω

穴

呂

∞

ω

か

ら

検

出

し

た

。

保

存

状

態

が

悪

く

、

判

読

可

能

な

も

の

は

4

点

(合カ)〔叶カ)

可ノ

(合カ)

1ノ

で
、

「
打
口
釘
口
」

や

「
後
U
口
打
口
釘
口

一団
U
斤
二
口-
の

よ

う

に
、

釘
と

そ

の

製

造

に

関

係

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

土

城

か

ら

ま

、

フ

イ

F

コ

の

口

の

倣

片

や

附
和
m初

年
度 一
千
城
ιγ日
刊州
倉
山
土
の
木
簡

第 l 図 過所札
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鉄
浮
類
似
口
聞
が

出
て
お
り 、

木
簡
の

記
載
内
容
と
符
合
す
る

。

お
そ
ら
く 、

冶
金

関
係
の
工

房
が
こ
の

付
近
に

あ
っ

た
の
だ
ろ
う 。

伴
出
し
た
土
器
か

ら
す
る
と 、

天
平
末
年
ま
で
の
ぼ
る
も
の
で

あ
る
c

第
二

次
内
裏
外
郭
内
に

あ
た
る
∞
〉
〉
。
区
の

第
初
次
調
査
で
は

、

木
簡
が
3

個

所
の

土
抜
か

ら
出
土
し
て
い

る
。

点
数
は 、

ω
訳
出
2
が
ω
色
点 、

ω
町内
N
H
O
や

か
H

ロ
点 、

ω
開ハ
N
H
O
叶
が
打
点
で

あ
る

。

こ
の

う
ち 、

前
二
者
か

ら
出
土
し
た

造
営
関

係
の

木
簡
が
顕
著
で

あ
る

。

(
註
記
し
な
い
も
の
は
ω
穴
自
2
出
土
で
あ
る
)

。
「

挙
銚
十
六
隻
長三
寸
半
牒
口
六
隻
長
四
寸

ヒ
口
所
進

尻
塞
品川
四
枚

鍍
二
隻

」

酌
「口
川
尻
塞
十
六
枚

本
受
鉄
刈
三
斤
十
両
損
十
一
斤
十
両

臼

合
品川
二
斤

了

神
亀
六
年
三
月
十=
百
足
嶋

」

こ

れ
(
ω
穴
MH
ON)

は
、

北
口
所
で

製
作
し
た

扉
関
係
金
具
の

使
用
材
料
の

報
告
と

送
付
状
で

あ
る
。

ま
た 、

「
飛
炎
字
助
釘
七
寸
口
」
「
飛
炎
架
釘
六
寸
」

や
「
口
口

平
釘
」

(
ω
穴
NH
O
N)

の
よ
う
な
建
築
部
材
を
と
め
る
釘
に
つ

け
た
付
札
や

、

建
築

口口口口口口口

部
材
を
記
し
た
「
辺
附
六
文

(
ω
穴
MH
ON
〉

が

あ
り 、

さ
ら
に
京

，
t

口口

」

(条カ)

)

桁一

口

都
府
木
津
町
か

ら
の

部
材
の

送
付
を
報
じ
た
「
表
泉
進

上
材
十
二

条
中

又
八
条
口

一団
付
宿
奈
麻
呂
L

(
ω
穴
MH
ON)

が
あ
る

。

以
上
の

造
営
を
し
め

す
木
簡
の
ほ
か
に 、

番
長
・

蔵
部
・

史
生
・

舎
人
な
ど
の

下
級
官
人
の

飯
の

請
求
文
書
や
綿
の

納
入
に

関
す
る
も
の
が

あ
る
。

な
お 、

始
め

て

題
銭
片
(
第
2
図〉

を
検
出
し
た

。

一

面
に
「
従
常
宮

請
雑
物
」

と
二

行 、

他

商
に
「
二

年
」

と
あ
る

。

常
宮
は
万

葉
集
む
2
の

東
常
宮
で

あ
ろ
う

か
。

第
幻
次
の

調
査
は 、

第
2

次
内一
美
内
郭
の

東
か

ら
推
定
宮
域
東
限
に
い
た
る
部

分
で
お
こ
な
い

、

内
裏
外
郭
築
地
の

東
m
m
に

平
行
し
て

南
北
に

走
る
玉
石
積
の

符

ω
口
町
0
0
か

ら
木
簡
を
発
見
し
た

。

こ
の

務
で
は 、

遺
物
を
含
む
土
砂
が

層
位

的
に

堆
積
し
て
お
り 、

木
簡
は
そ
の

各
層
か

ら
出
土
し
て
い
る

。

年
号
の

記
さ
れ

12 

第2図 題 鎮 片

て
い

る
も
の
を
み

る
と 、

構
底
か

ら
天
平
初
年 、

中
ほ
ど
で

天
平
宝
字
年
間 、

最

上
層
で

延
暦
元
年
が
あ
り 、

伴
出
し
た
他
の

遺
物
の

年
代
の

推
定
が
可
能
と
な
っ

た
。

出
土
木
簡
の

総
点
数
は
包
ω
点
で

あ
る

。

文
書
風
の

内
容
の

も
の
で
は 、

町田旦
子
所
に

属
す
る
奴
興
関
係
の

も
の
で 、

長
さ

叩
叩
・

幅
品・

土山

と
こ

れ
ま
で
の

出
土
木
簡
中
で
最
大
の
一

点
が

あ
る

。

「

口
口一
口

子
祖
父

牧
手
女

「
I
ll -

K
支

一

撃
子
所
六
人
奴

百

円〕

首

逃
亡六
人糊一一一以
頂男

万
呂

町
山

今
円
U

­

飯
運一
人

子石

円
叫一

呂

」

ま
た 、

人
夫
の

食
料
支
給
を
求
め
た
と
お

も
え
る

「
同町
U
辛
苦
之
間
人
夫
持
少
と

根
皆
食

彰
麦
廿
半

見
十
六
半

口

(
伍
桝
伍
斗
如
数
進
所

口
口
注
状

(

口
口

四
半

「
〉

波
多
足
口

山
口
)

人

あ
る

。

こ
の
ほ
か
に 、

一

表
民
邦
省
召

裏
目ソ

宮
内

(

飴土師佐美万呂
(口多称
七口白白

」

(解カ)

や
「
木
工

寮
口

申
請
口
」

、

断
簡
だ
が

釆
女
司 、

宮
内 、

典
膳
な
ど
の

宮
司
名

の
み

え
る
も
の
が
あ
り 、

そ
の

多
く
が

宮
内
省
関
係
で

あ
る
こ

と
は 、

出
土
し
た

溝
が
内
裏
に

近
い
こ

と
と
無
関
係
で

あ
る
ま
い

。

荷
札
付
札
の

類
で
は 、

新
し
く

山
域
・

丹
波
・

丹
後
・

淡
路
の

国
々
か

ら
の

貢
進
物
の

も
の

を
出
し
た

。

第
幻
次
の

調
査
は
∞
〉
〉
の

と
∞
〉
〉
司
区
に
わ
か
れ
て

実
施
し
た

。

由
〉
〉
の



区
の
木
簡
問
自

点
の
ほ

と
ん
ど
は
溝
ω
U
8
8
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る 。

こ

の
溝
で
は 、

主
に
構
底
の
流
砂
層
と
そ
の
上
に
堆
積
し
た
有
機
質
を
含
む
土
層
か

ら
木
簡
を
検
出
し
た。
こ
の一
群
の
木
簡で
は、
酒
に
関
係し
た
内
容の
もの
が

多い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。
最
初に
造
酒
司の
名
の
み
え
る
もの
を
あ
げ
る
と

←

若湯坐少鎌

〕

表
造
酒
司
符
長
等犬甘名事

裏
宣
者
言
従
給
状
知
必
番
目
向
口
門川

(
i

日置薬

(

」

は、
造
酒
司
が
3
名
の
雑
人
に
上
番
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り、
他の一
点
は
断
片

だ
が、
表に
「
造
酒
司
解
申
ロ
人」
と
あ
り、
裏
は
長
方
形
の
材
を
横
に
用い
て、

連
続
し
て
何
行
も
書
き、
あ
た
か
も
酒
の
支
給
簿
風
の
もの
で
あ
る。
こ
の
種の

「 、ノ

もの
は
削
り
屑の
な
か
に
も
多い
し、
少
し
異
な
る
が
一
情親
王
八
升
三一
位
四

、ノ

人一
斗二
升
情
伎
人
六
升」
も
そ
の
類
で
あ
ろ
う。\h，

 
/l、

ま
た、
一

T
合
H
U
酒
三
升
両者
右

日
高
務
急
甚
仰
望
垂
処
分
頓

首
死
罪」
や
「

山市
監
物
史
生
等
謹
啓
酒
二一
合
中市
右
依
望
処
分
門
U
以
状←
は

酒
の
処
分
の
許
し
を
求め
た
も
の
で
あ
り、
一

宮
五
升己上
高
司

悌一一
介一

「J1ノ

〕(田井カ)

は
酒
の
使
途を
示
し
た
もの、
一
表
難
酒
志紀
郡一一異
口
口
郷
缶
入
四
斗
口
升一
は

ft\

〆t、、

特
殊
な
酒の
付
札
だ
し、
「
清
酒
四
斗」
「
白
酒
口」
「
清
酒
中」
な
ど
各
種の

酒
名の
み
え
る
断
片、
さ
ら
に
「
中
酢」
ま
で
あ
る。

こ
れ
らの
造
酒
司
あ
る
い
は
酒
に
関
係
す
る
内
容
を
もっ
木
簡は、
付
近に
造

酒
司
ま
た
は
そ
の
工
房
が
あっ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
に
た
る
もの
で
あ
る。

昭
和
初
年
度
平
城
宮
調
査
出
土
の
木
簡

酒
造
で
は 、

米
と
水
が
第
一

の
材
料
で
あ
る 。

こ
の
一

群
で
も 、

「
両
村
郷
御

酒
米五
斗」
「
劃
荒
河
郷
御酒
米
五
斗
劃
賀
美里
「
劃
尾
張
国
中
嶋
郡
石
作
郷

(

」

)

「

l

裏
酒
米
五
斗
九
月
廿
七
日

八
弁
矧
春
御酒
米
五
斗-
な
ど、
酒
米の
付
札

(

」

」

類
が
多
数
あ
る。
ま
た、

(奈)

「
)

針呆
安

高
官五
百
高

)
民酒
人

文
部
口之
未
呂

一
表
十一
月
十
六
日
水
汲

H

田
部
昨
未
呂
長
車
足
嶋

(
桑原知
嶋
日
置
造
金
円什
」

は
水
汲の
使
役の
人
名
簿
で
あ
る
し、
「一
条
七
栴
水
四
石
五
斗
九
升」
と
多
量

の
水
の
使
用
を
し
め
す
もの
が
あ
る。

寸
)

{
郷
カ〕
)

赤
米
貢
進
の
付
札
が
多い
の
も
特
色で、
-
後播
磨
国
赤
穂
郡
口
口
口
一頃五

保
秦
酒
虫
赤
米
五
斗L
「
山
田
郡
建
侶
酒
部
枚
夫
赤
米」
「
氷
上
郡
井
原
郷
土
里

(許カ)

赤
揚
米五
斗」
「
丹
後
国
竹
野
郡
口
野
郷
係
部
古
与曲目
赤
春
米五
斗」
な
と
が
あ

る。
赤
米
は、
天
平
6
年の
尾
張
国
正
税
帳
に
「
酒
料
赤
米」
な
る
記
載
が
あっ

て、
や
は
り
酒
造
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。
な
お、
最
初の
播
磨
国

の
赤
米
貢
進
荷
札は、
美
濃
国の
大
宝
戸
籍
例
以
外の
五
保の
新
史
料で
あ
る。

こ
の
ほ
か
に、
他
の
木
簡
出
土
遺
構
と
同
様
な
御
賛
や
調の
貢
進の
と
きの
荷

札
が
あ
り、
「
紀
伊
国元
漏
郡
進
上
御
賛
磁
鯛
八
升」
一
青
郷
御
賛
伊
和
志
暗
五

升」
や
「
安
一房
園
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
戸
私
部
真
鳥
調
鯨
六
斤
三
列
長
四
尺
五

寸
束一
束
養
老
六
年
十
月」
な
ど
各
地
各
種
類の
もの
が
あ
る。

以
上
述べ
た
溝
ωロωo白
出
土の
木
簡で
は、
紀
年
を
もつ
も
の
は
霊
亀2
年

肌
か
ら
天
平
4
年ま
で
あ
り、
平
城
宮の
初
期に
集
中
し
て
い
る。

山町

こ
の
蒋
ω0
8
自の
北
に
は、
別
に
述べ
る
よ
う
に、
大
形の
井
戸
が

図
二
基
あっ
て、
木
簡の
内
容
か
ら
多
量
の
水
を
必
要
と
す
る
造
酒
司
あ
る

qJ
 
第
い
は
そ
の
工
房
が
こ
の
付
近
に
あっ
た
と
す
る
推
定
と
符
合
す
る。
平
城
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宮
跡
の

発
掘
で 、

調
査
地
域
の

性

格
や
そ
こ
に

あ
っ

た

官
街
名
を
推

定
で

き
た
珍
し
い

場
合
で

あ
る

。

同
時
に
お
こ

な
っ

た
∞

〉
〉
司
区

の

調
査
で
は 、

総
数
回
M
m
EP山…
の

木

簡
が 、

調
査
地
域
の

各
地
点
か
ら

第
4
図

宿

入

札

出
土
し
た

。

出
土
遺
構
は 、

土
域

・

位
{
八
・

構
な
ど
各
種
あ
り 、

そ
の

各
々
か
ら
少
量
ず
つ

出
土
し
て
い
る

。

現
在

遺
構
の

調
査
結
果
と
そ
の

他
の

遺
物
が
未
整
理
で

あ
り 、

そ
れ
ら
を
綜
合
し
た
結

論
は
出
て
い

な
い

。

そ
の
た
め 、

こ
L

で
は
一

括
し
て

、

そ
の

内
容
を
概
観
す
る

に
と
ど
め
て
お

く 。

ま
ず
文
書
風
の

内
容
を
も
つ

も
の
を
あ
げ
る
と 、

請
求
文
書
と
し
て

、

飯
を
請

求
し
た
「劃

請
飯三
升
御
洗
布粥
養
料

劃目
配八
月
四
日
鴨
家
長一 、
悔過

「

「
〉〔悔)

1
、

小豆佃升

陣口円

所
が

小
豆
な
ど
を
請
う
た

一

法
U
過
所
解

申
請
d
豆

事

調岳
町
升
六
合

己
上
円

)

(
菜
カ)

(
十一
カ)
(
五
カ)

(
豆)

領
U
等
口
料
請
如
件

[lu
月
口
日
高
市
康
野
」
な
ど
が
あ
り
、

受
領
文
書
と
し
て

、hノ

「
領官
舎人
懸
志己
等理
受
物戸
四口
懐
天
平
勝
宝八
歳八
月
十六
日」

5
図
〉

が

あ
る

。

ま
た 、

次
の
2

点
は

使
役
関
係
の

記
録
で

あ
る

。

第

町
「

病
二
人
男口口

万呂薪
刀侃逃

有

σ
見
十三
入

国
政
己上一
人
高

核抑務

総
詰感
摂
呂内
門川」

)
「

盛一
ぷ

頁一
原
採
杭
材遺
1」土
天
平
勝
宝八
歳
十一
月
九
日
上
野
豊
演」

't

「Ill1L
品寸

約
「
巽一
千
品川六
把十一
人と別七十抱

一釦
「四

月
十四
日
領上
毛
野
智
恵

一一属女
十五
人
四人と別六十九地」

(

「 )

火長
門リリ
)
(月カ)

「
〕

さ
ら
に 、
縫
殿の
み
え
る
後
縫
殿
宿
入額同部門
領
九
円」
(
第4
図)

後
縫

蹴
九
人
嶋
身

一明
九
月
廿

二
日

」

の
2

点
は

、

こ
の

地
域
の

性
格
を
推
定
す
る
の
に

重
要
な
史
料
と
な
る

。

貢
進
物
の

荷
札
で
は 、

賛
関
係
の

も
の
は
な
く 、

調
で
は
通
有
の

も
の
の
ほ
か

に
、

「
上

道
郡
浮
浪
人
調
欽
一

連
」

「
若
狭
国
三

方
郡
竹
田
里
浪
人
黄
文
五
百
相

調
三

斗
」
(
第
3
図)

の
2

点
は
浮
浪
人
の

調
責
の

荷
札
で

注
意
を
ひ
い
た

。

中
男

作
物
で
は

「
上
野
国
緑
野
郡

小
野
郷
戸
主
物
部
鳥
麻
呂

戸
中
男
作
物

鹿
賭
代
雑

門川」

は
、

中
男
作
物
と
し
て

規
定
ロ
聞
の

代
り
を
責
進
し
て
い

る
点
と
戸
主
名
を

記
し
て
い

る
点
は 、

こ

れ
ま
で
の

多
数
あ
る
中
男
作
物
貢
進
荷
札
と
は

違
っ

て
い

る
。

そ
の

他
に

、

米
・

赤
米
の

貢
進
荷
札
も
あ
り 、

米
貢
進
の
1

点
に
は
「
参
河

(
位
カ)

国
飯
口
郡
寸
松
里
海
部
字
麻
呂
揚
嬬
米
五

斗

和
銅
二

年
十
二
月
元
口
口
帳

nll

HU
麻
目
」

と
あ
っ

て 、

こ

れ
ま
で
に
検
出
し
た
木
簡
の

う
ち
で

最
も
古
い

年
紀

を
も
っ

て
い

る
。

ま
た 、

題
銭
片
が

1
点(第2図)
あり
二
面に
「
諸
司

解
文
二

年
」

、

他
面
に
「
諸
司
解
二

年
」

と
あ
る

。

(
問
中

琢)
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